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水
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近
く
な
の
に
ま
だ
行
っ
た
こ

と
が
な
い
。
そ
ん
な
市
内
の
ス

ポ
ッ
ト
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー

﹁
近
く
へ
行
き
た
い
﹂。

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
水
郷

佐
原
水
生
植
物
園
で
す
。
東
洋

一
を
誇
る
4
0
0
種
1
5
0
万

本
の
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
は
も
う
す

ぐ
見
ご
ろ
。
6
月
25
日
ま
で
あ

や
め
祭
り
を
開
催
中
で
す
。

東洋一の花菖蒲
水郷佐原水生植物園

観
光
写
真

コ
ン
ク
ー
ル

　

水
郷
風
景
や
山
車
祭
り
な

ど
、
水
郷
佐
原
を
写
し
た
あ

な
た
の
傑
作
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

《
応
募
の
き
ま
り
》

■
作
品
の
大
き
さ　

カ
ラ
ー

プ
リ
ン
ト
四
ツ
切
以
上
︵
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
可
︶

■
送
り
先

〒
2
8
7
︲
0
0
0
3

香
取
市
佐
原
イ
81
︲
31

水
郷
佐
原
観
光
協
会
「
写
真

コ
ン
ク
ー
ル
」
係

■
締
切　

10
月
23
日
㈪

■
展
示　

入
賞
作
品
は
、
佐

原
中
央
公
民
館
・
佐
原
町
並

み
交
流
館
に
お
い
て
11
月
下

旬
か
ら
展
示
し
ま
す︵
予
定
︶。

※
応
募
さ
れ
た
作
品
は
、
原

則
と
し
て
返
却
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
入
賞
作
品
の
版

権
は
主
催
者
に
帰
属
し
ま

す
。
作
品
の
審
査
は
主
催
者

委
嘱
の
審
査
員
が
行
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　
　

商
工
観
光

振
興
課　

☎
（50）
1
2
1
2

　　

水
郷
佐
原
水
生
植
物
園
は
、
水
郷

筑
波
国
定
公
園
の
表
玄
関
に
位
置
す

る
水
と
緑
を
生
か
し
た
観
光
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
で
す
。
昭
和
44
年

に
開
園
し
て
以
来
、
現
在
ま
で
に
約

6
0
0
万
人
以
上
が
来
園
し
て
い
ま

す
。

　

約
6
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
園
内
に
は

4
0
0
品
種 

1
5
0
万
本
の
ハ
ナ

シ
ョ
ウ
ブ
と 

3
0
0
品
種
以
上
の
花

ハ
ス
を
中
心
に
水
辺
の
植
物
を
栽
培
・

展
示
し
て
い
る
。

　

ア
ヤ
メ
属
植
物
は
4
月
下
旬
か
ら

6
月
下
旬
、
ハ
ス
は
7
月
・
8
月
上

旬
が
そ
れ
ぞ
れ
最
盛
期
と
な
る
。

　

今
回
は
、
現
在
開
催
中
の
「
あ
や

め
祭
り
」
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

花
の
見
ご
ろ

　

ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
が
咲
き
そ
ろ
う
の

は
6
月
中
旬
以
降
で
、
平
年
よ
り
一
週

間
ほ
ど
開
花
が
遅
れ
る
見
込
み
で
す
。

郷
土
芸
能
演
奏
会

　

お
ら
ん
だ
楽
隊
と
佐
原
囃ば
や
し子

保
存

会
・
佐
原
中
学
校
郷
土
芸
能
部
の
皆

さ
ん
が
郷
土
芸
能
を
披
露
。
佐
原
ば

や
し
の
演
奏
時
は
、
手
踊
り
も
併
せ

て
披
露
さ
れ
る
。
熱
の
こ
も
っ
た
演

奏
は
必
見
で
す
。

■
お
ら
ん
だ
楽
隊　

6
月
10
日
㈯　

11
時
45
分
・
13
時
30
分

■
佐
原
ば
や
し
と
手
踊
り　

6
月
4

日
㈰　

水
郷
会
囃
子
連
、
11
日
㈰　

野
口
芸
座
連
、
18
日
㈰　

寺
宿
囃
子

連　

10
時
30
分
、
13
時

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　

週
末
に
は
、
市
内
外
の
音
楽
愛
好

家
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
が
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

生
の
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
見
る
花

は
一
味
違
う
か
も
。

■
日
時　

6
月
3
日
㈯
、
10
日
㈯
、

17
日
㈯　

12
時
30
分
・
14
時
30
分
︵
雨

天
中
止
︶野

点
（
の
だ
て
）

　

園
内
で
は
、
野
点
を
楽
し
む
こ
と

も
で
き
る
。
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
を
見
な

が
ら
奥
へ
行
く
と
赤
い
野
点
傘
が
目

印
。

　

足
を
休
め
、
優
美
に
咲
き
誇
る
色

と
り
ど
り
の
花
を
愛
で
な
が
ら
、
お

抹
茶
で
和
風
情
緒
を
味
わ
い
な
が
ら

心
を
込
め
て
作
ら
れ
た
佐
原
の
お
菓

子
を
⋮
。
至
福
の
ひ
と
と
き
を
提
供

し
て
く
れ
る
。

■
日
時　

6
月
4
日
㈰
、
11
日
㈰
、

18
日
㈰　

9
時
～
15
時
︵
雨
天
中
止
︶

■
料
金　

5
0
0
円
︵
一
服
︶

サ
ッ
パ
舟
で
花
見

　

園
内
水
路
で
は
、
水
郷
情
緒
た
っ

ぷ
り
の
サ
ッ
パ
舟
に
乗
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　

娘
船
頭
の
巧
み
な
竿さ
お

さ
ば
き
の
舟

に
、
ゆ
っ
た
り
と
揺
ら
れ
な
が
ら
見

る
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
は
、
格
別
で
す
。

■
日
時　

期
間
中
は
毎
日
開
催　

8

時
15
分
～
17
時
15
分
︵
強
風
、
雨
の

場
合
は
中
止
︶

■
料
金　

大
人
︵
中
学
生
以
上
︶

5
0
0
円
・
小
人
︵
3
歳
以
上
～
小

学
生
︶
2
0
0
円
・
大
人
団
体
︵
20

人
以
上
︶
4
0
0
円

▲佐原ばやしの演奏と手踊り

▲野点で一服する来園者

見どころ

本
物
の
新
郎
新
婦
に
祝
福

　

自
家
用
車
が
サ
ッ
パ
舟
で
あ
っ
た

こ
ろ
、
水
郷
地
帯
の
お
興
し
入
れ
は

花
嫁
さ
ん
が
舟
に
乗
っ
て
や
っ
て
き

ま
し
た
。
特
設
の
式
場
で
、
実
際
に

式
を
挙
げ
た
カ
ッ
プ
ル
が
園
内
水
路

で
こ
れ
を
再
現
。
め
で
た
く
結
ば
れ

た
2
人
に
来
園
者
か
ら
の
祝
福
が

舞
い
ま
す
。

■
日
時　

6
月
3
日
㈯
、
10
日
㈯
、

17
日
㈯　

10
時
30
分
～（
雨
天
中
止
）
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人と自然と歴史が結びあう北総の元気創造都市

※いずれもあやめ祭り期間中の開園

時間と入園料です。

■開園時間　平日は 8 時～ 19 時　

土・日曜日は 8 時～ 21 時（入園は

閉園 1 時間前まで）

■入園料　大人 700 円、小・中学

生 350 円（団体割引は 20 人以上）

■交通　佐原駅から水郷佐原水生植

物園までを往復する直通のシャトル

バスが運行されます。《利用料》大

人…500 円 小学生…250 円

問い合わせ　水郷佐原水生植物園

☎ (56)0411
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香
取
市
初
代
市
長

宇
井
成
一
市
長
初
登
庁

宇
井
成
一
市
長
初
登
庁

　…佐原区事務所　　…小見川区事務所　　…山田区事務所　　…栗源区事務所

　6 月 1 日から 48 回目となる「水道週間」が実施されます。
　水道は、多くの住民が利用できるまでに普及しています。そして健
康で文化的な生活やさまざまな社会経済活動を支える必要不可欠な生
活基盤施設として、重要な役割を果たしています。
　一方、老朽化しつつある施設の更新、地震など災害対策の推進や安
全・快適な水の供給確保などの取り組みが求められています。
　安全で良質な水を安定的に供給できる、
より質の高い信頼される水道の構築ととも
に、給水装置に関する制度を円滑に実施し
ていく必要があります。
　こうした状況にある「水道」および「水
道事業」への理解と協力をお願いする場と
して「水道週間」があります。
　今年は「安全と　おいしさごくり　水道
水」をスローガンに厚生労働省および都道
府県を主催として全国一斉に実施されます。
この機に「限りある水の大切さ」を家族で
話し合ってみてはいかがでしょう。

　私たちの日常生活や事業活動のあり方を
見直し、大量生産・大量消費・大量廃棄型
の経済社会から、資源とエネルギーの大量
消費に依存しない「資源循環」を基調とし
た社会の実現を目指しましょう。
　環境からの恵みを将来にわたっ
て受けられるよう、私たちも循環
型社会の構築に参加しましょう。
問い合わせ　生活環境課
                  ☎ (50)1248

    ― 家庭でできること ―
①排出するゴミを少なくする
②ものを大切に使う
③分別収集に協力する
④省エネ・省資源を心がける

スローガン
「安全と　おいしさごくり　水道水」

　

県
立
佐
原
病
院
は
、
4
月

か
ら
新
た
に
糖
尿
病
外
来
と
循

環
器
外
科
を
設
置
し
、
診
療
科

の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
内
科
外
来
の
体
制
も
以
前

と
同
じ
規
模
と
な
り
、
産
科
を

除
く
ほ
か
の
診
療
科
と
同
様
に

こ
れ
ま
で
ど
お
り
診
療
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
当
院
で
入
院
困
難
な

場
合
に
は
、
近
隣
の
病
院
を
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
一
般
診
療

・
内
科
は
、
一
般
内
科
・
消
化

器
科
・
循
環
器
科
・
呼
吸
器
科
・

糖
尿
病
外
来
・
神
経
内
科
の
6

科
で
診
療
を
行
い
ま
す
。

・
小
児
科
は
、
月
～
金
曜
日
ま

で
︵
水
曜
は
午
後
︶
外
来
診
療

を
行
い
、
入
院
を
必
要
と
す
る

患
者
は
、
基
本
的
に
成
田
赤
十

字
病
院
へ
紹
介
し
ま
す
。

・
循
環
器
外
科
は
、
月
2
回
心

臓
・
動
脈
瘤
り
ゅ
う
な
ど
の
血
管
病
変

の
診
療
を
し
ま
す
。

・
産
科
は
、
妊
婦
検
診
以
外
の

業
務
を
し
ば
ら
く
休
止
し
ま

す
。

・
外
科
、
整
形
外
科
、
脳
外
科

な
ど
の
診
療
科
は
こ
れ
ま
で
ど

お
り
行
い
ま
す
。

●
救
急
診
療

︵
平
日
夜
間
、
土
日
、
祝
祭
日
︶

・
従
来
ど
お
り
救
急
患
者
の
受

け
入
れ
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

た
だ
し
、
循
環
器
科
や
小
児
科

の
患
者
は
、
当
直
医
の
判
断
に

よ
り
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

●
夜
間
小
児
初
期

　
　
　
　

救
急
診
療

・
毎
週
水
・
金
曜
日
︵
祝
祭
日

は
除
く
︶
の
2
日
間
は
小
児
科

専
門
医
に
よ
り
、
19
時
か
ら
23

時
ま
で
診
療
し
ま
す
。

・
子
ど
も
の
急
病
で
医
師
の
診

察
が
必
要
な
場
合
は
、
直
接
来

院
し
て
く
だ
さ
い
。

●
人
間
ド
ッ
ク
・

　
　
　
　

健
康
診
断

・
人
間
ド
ッ
ク
︵
日
帰
り
・
1

泊
︶、
脳
ド
ッ
ク
、
女
性
ド
ッ

ク
を
実
施
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

大
腸
内
視
鏡
検
査
や
マ
ル
チ
ス

ラ
イ
ス
C
T
に
よ
る
肺
が
ん
検

査
な
ど
も
追
加
で
実
施
で
き
ま

す
。

・
各
種
申
請
な
ど
で
必
要
と
な

る
健
康
診
断
も
実
施
し
て
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

千
葉
県
立
佐
原
病
院

☎
(54)
1
2
3
1

県
立
佐
原
病
院
が

利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た

市長室で事務の引継ぎを行う宇井市長

今週は「水道週間」です

世
界
一
の
ま
ち
に

　

4
月
30
日
に
投
開
票
さ
れ
た

香
取
市
と
な
っ
て
初
め
て
の
市

長
選
挙
で
初
当
選
し
た
宇
井
成

一
市
長
が
5
月
8
日
、
初
登
庁

し
ま
し
た
。
市
役
所
玄
関
前
で

職
員
ら
に
拍
手
で
迎
え
ら
れ
花

束
を
受
け
取
っ
た
市
長
は
、
早

速
、
市
長
室
で
事
務
引
継
ぎ
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
後
開
か
れ
た
就
任
式
で

宇
井
市
長
は
職
員
を
前
に
「
山

積
す
る
問
題
も
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
が
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
私

た
ち
の
ふ
る
さ
と
香
取
市
を
県

下
一
、
世
界
一
の
ま
ち
に
し
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

知
事
に
協
力
を
要
請

　

9
日
に
は
県
庁
を
訪
れ
、
堂

本
知
事
に
就
任
の
あ
い
さ
つ
を

す
る
と
と
も
に
、
県
立
佐
原
病

院
の
医
療
体
制
の
充
実
や
今
後

の
市
政
へ
の
協
力
を
要
請
し
ま

し
た
。

堂本知事（右）と握手をする宇井市長（左）

テーマ

「ごみひろい みんなでひろって スッキリきぶん」

６月５日は「環境の日」です

【行政情報】

県
立
佐
原
病
院
が

利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
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児
童
手
当
等
現
況
届
の
提
出

　
　
　
　
　
　

水郷佐原水生植物園で遊覧を楽しむ人たち

情緒あふれる小野川沿いの風格ある土蔵

「大丈夫」と思っている
　　　　　　ときこそ検診を

がん検診がん検診
 

「
隣
の
ま
ち
」
が
「
自
分
の

ま
ち
」
に
な
っ
て
数
カ
月
。
近

く
て
も
、
意
外
と
知
ら
な
い
地

域
の
顔
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
市

内
を
見
て
歩
く
ツ
ア
ー
を
企
画

し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
歴
史
の
薫
り
漂
う

小
江
戸
佐
原
め
ぐ
り
。
江
戸
か

ら
昭
和
初
期
に
建
て
ら
れ
た
商

家
が
軒
を
連
ね
る
町
並
み
は
、

歩
い
て
こ
そ
見
え
る
景
観
、
感

じ
る
息
吹
、
会
話
す
る
楽
し
さ

が
あ
り
ま
す
。

　

見
ご
ろ
を
迎
え
る
「
あ
や
め

祭
り
」
と
一
緒
に
、
水
郷
佐
原

を
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象　

香
取
市
民

■
期
日 

︻
小
見
川
区
発
︼

6
月
13
日
㈫
・
18
日
㈰

︻
山
田
区
発
︼

6
月
15
日
㈭
・
18
日
㈰

︻
栗
源
区
発
︼

6
月
13
日
㈫
・
17
日
㈯

■
集
合
時
間
と
場
所

9
時
20
分　

各
区
事
務
所
前

■
参
加
費　

1
0
0
円
︵
保
険

料
︶

■
定
員 

︻
小
見
川
区
発
︼
2
回
と
も
50
人

︻
山
田
区
発
︼
2
回
と
も
50
人

︻
栗
源
区
発
︼
2
回
と
も
40
人

︵
先
着
順
・
催
行
人
数
15
人
～
︶

■
日
程
と
見
ど
こ
ろ

10
時
～
11
時
30
分　

水
郷
佐
原

水
生
植
物
園
「
あ
や
め
祭
り
」

▼
日
に
よ
っ
て
催
し
が
異
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、1
ペ
ー

ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

11
時
45
分
～
14
時
30
分　

歴
史

的
町
並
み
散
策
︵
昼
食
各
自
︶

▼
小
野
川
周
辺
と
香
取
街
道

沿
い
の
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
。
風
格
あ
る
土

蔵
、
こ
だ
わ
り
の
手
作
り
品
、

水
郷
の
味
⋮
情
緒
豊
か
な
町

並
み
を
自
由
に
散
策
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
店
舗
の
中
に
自
慢
の
お
宝

や
伝
統
の
品
々
が
展
示
さ
れ

て
い
る
「
佐
原
ま
ち
ぐ
る
み

博
物
館
」
を
展
開
中
。
あ
ち

こ
ち
の
お
店
に
入
っ
て
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
伊
能
忠
敬
記
念
館
︵
有
料
︶

で
は
、
忠
敬
の
業
績
の
結
晶

で
あ
る
伊
能
図
な
ど
が
見
ら

れ
ま
す
。

▼
柳
越
し
に
商
都
を
見
上
げ

る
、小
野
川
の
舟
め
ぐ
り
︵
有

料
︶。
40
分
か
ら
60
分
で
す
。

14
時
30
分
～
15
時
10
分　

水
郷

佐
原
山
車
会
館

▼
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
の
「
佐
原
の
山
車
行

事
」。
伝
統
の
美
と
本
物
の

迫
力
を
実
感
で
き
ま
す
。

15
時
50
分　

名
区
事
務
所
前
着

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

6
月
2
日
㈮
9
時
以
降
、
乗

車
を
希
望
す
る
区
事
務
所
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
︵
受
付
は

平
日
の
9
時
か
ら
17
時
ま
で
︶。

定
員
に
な
る
か
、
6
月
8
日
㈭

17
時
ま
で
で
締
め
切
り
。

　

商
工
観
光
課
☎

（82）
１
１
１
７

　

産
業
振
興
課
☎

（78）
1
0
5
1

　

産
業
振
興
課
☎

（75）
2
1
1
4

東
洋
一
の
花
菖
蒲「
あ
や
め
祭
り
」と

　
　
　
　
　
　

小
江
戸
町
並
み
散
策

　

現
在
児
童
手
当
等
を
受
け
て

い
る
す
べ
て
の
人
は
、
毎
年
6

月
中
に
﹁
児
童
手
当
現
況
届
﹂

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
届
は
、
毎
年
6
月
１

日
に
お
け
る
状
況
を
記
載
し
、

児
童
手
当
等
を
引
き
続
き
受
け

る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確

認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
現

況
届
用
紙
に
記
載
の
上
、
6
月

30
日
㈮
ま
で
に
各
区
事
務
所
児

童
手
当
担
当
課
︵
公
務
員
の
人

は
勤
務
先
︶
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
こ
の
届
の
提
出
が
な
い

と
、
6
月
分
以
降
の
手
当
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

提
出
が
必
要
な
人

平
成
18
年
4
月
30
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
児
童
を
養
育
し
、
現
在

児
童
手
当
等
を
受
け
て
い
る
人

※
平
成
18
年
4
月
1
日
以
降
児

童
手
当
制
度
の
拡
充
に
よ
り
、

小
学
校
5
年
生
お
よ
び
小
学
校

6
年
生
の
み
︵
小
学
校
4
年
生

以
下
の
児
童
を
養
育
し
て
い
な

い
場
合
に
限
る
︶
の
認
定
請
求

書
を
提
出
さ
れ
た
人
は
、
現
況

届
の
提
出
は
不
要
で
す
。

必
要
な
添
付
書
類
な
ど

受
給
者
︵
保
護
者
︶
健
康
保
険

被
保
険
者
証
の
写
し
な
ど

受
給
者
︵
保
護
者
︶
が
被
用
者

︵
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
︶
で
厚

生
年
金
等
加
入
者
で
あ
る
場
合

に
提
出

※
児
童
の
も
の
で
は
な
く
、
受

給
者
︵
保
護
者
︶
の
も
の
が
必

要
で
す
。

※
国
民
年
金
加
入
者
は
不
要
で

す
。

平
成
18
年
1
月
1
日
現
在
の
住

所
地
の
市
区
町
村
長
が
発
行
す

る
平
成
18
年
度
児
童
手
当
用
所

得
証
明
書

受
給
者
︵
保
護
者
︶
が
香
取
市

に
18
年
1
月
1
日
に
住
所
が
な

か
っ
た
場
合
に
提
出

※
18
年
1
月
1
日
に
香
取
市

に
住
所
が
あ
っ
た
人
は
不
要
で

す
。

こ
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
提

出
す
る
書
類
が
あ
り
ま
す
。　

受
給
者
︵
保
護
者
︶
が
養
育
す

る
児
童
と
別
居
し
て
い
る
場
合

な
ど

○
市
外
別
居
の
場
合

別
居
監
護
申
立
書
、
香
取
市
外

に
住
所
が
あ
る
児
童
の
属
す
る

世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し

○
市
内
別
居
の
場
合　
　

別
居
監
護
申
立
書

※
別
居
監
護
申
立
書
は
各
区
事

務
所
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

児
童
生
活
課　

☎
(50)
1
2
5
7

　

児
童
生
活
支
援
課　

☎
(50)
1
2
0
9

　

健
康
福
祉
課
☎
(82)
1
1
1
5

　

健
康
福
祉
課
☎
(78)
2
1
1
4

　

健
康
福
祉
課
☎
(75)
3
0
0
0

　

市
で
は
、
が
ん
の
早
期
発
見

の
た
め
に「
が
ん
検
診
」を
行
っ

て
い
ま
す
。
検
診
は
自
覚
症
状

の
な
い
と
き
に
こ
そ
受
け
て
い

た
だ
き
た
い
も
の
。
ぜ
ひ
受
診

く
だ
さ
い
。

　

日
程
お
よ
び
内
容
は
下
表
の

と
お
り
で
す
。

胃
が
ん

■
対
象　

40
歳
以
上
の
人

■
検
査
内
容　

胃
レ
ン
ト
ゲ
ン

︵
バ
リ
ウ
ム
︶
検
査

大
腸
が
ん

■
対
象　

40
歳
以
上
の
人

■
検
査
内
容　

便
潜
血
反
応
検

査
︵
2
日
間
の
便
を
取
り
、
血

液
が
混
じ
っ
て
い
る
か
ど
う
か

調
べ
ま
す
︶

※
胃
が
ん
検
診
と
同
時
に
行
い

ま
す
。

乳
が
ん

■
対
象　

30
歳
以
上
の
女
性

■
検
査
内
容

︵
30
～
49
歳
の
人
︶

超
音
波
︵
エ
コ
ー
︶
検
査

︵
50
歳
以
上
の
人
︶

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
︵
乳
房
レ

ン
ト
ゲ
ン
︶
検
査

※
完
全
予
約
制
に
な
り
ま
す
の

で
申
し
込
み
期
限
は
各
区
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

子
宮
が
ん

■
対
象　

20
歳
以
上
の
女
性

■
検
査
内
容　

子
宮
頸け
い
ぶ部

細
胞

診
検
査
お
よ
び
必
要
な
人
に
は

体
部
細
胞
診
検
査

※
昨
年
度
各
が
ん
検
診
を
受
診

し
た
人
に
は
、
今
年
度
も
個
人

通
知
し
ま
す
。

　

な
お
、
例
年
通
知
が
届
い
て

い
る
人
で
も
、
昨
年
度
受
診
し

て
い
な
い
場
合
は
通
知
が
届
か

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
改

め
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
新
た
に
検
診
を
希
望
す
る
人

は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

保
健
セ
ン
タ
ー☎

(50)
1
2
3
5

　

健
康
福
祉
課
☎
(82)
1
1
1
5

　

健
康
福
祉
課
☎
(78)
2
1
1
4

　

健
康
福
祉
課
☎
(75)
3
0
0
0

検診日程
胃がん検診
大腸がん検診 乳がん検診 子宮がん検診

佐
原
区

小
見
川
区

山
田
区

栗
源
区

5/12 ㈮～ 6/6 ㈫
の内 21日間

8/1 ㈫～ 9/14 ㈭
の内 16 日間

9/28㈭～10/7 ㈯
の内５日間

7/14 ㈮～7/27 ㈭
の内７日間

10/16 ㈪～10/27 ㈮
の内９日間

11/9㈭・11/10㈮
・11/21㈫・11/22㈬

6/27㈫～7/6 ㈭
の内８日間

9/1 ㈮・9/4 ㈪
・9/5 ㈫

10/17 ㈫・10/18 ㈬

7/12㈬～7/15㈯ 10/4 ㈬・10/6 ㈮ 10/23 ㈪・10/27 ㈮

旅

かと
り出
会い

第1弾

【行政情報】

児
童
手
当
等
現
況
届
の
提
出

児
童
手
当
等
現
況
届
の
提
出
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危険業務従事者叙勲

春の叙勲

禅宗の寺で住職を務めなが
ら昭和 57 年から 24 年有
余の永きにわたり、教

きょうかい

誨師
として八街少年院で坐

ざ ぜ ん

禅を
通じた矯正教育を続けてい
る。

【藍綬褒章】大島全
ぜんめい

明さん（与倉）

春の褒章

　平成 18 年春の「叙勲・褒章」「危険業務従
事者叙勲」などが内閣府から発表されました。
市内からの受賞者を紹介します。なお、本人
の希望により掲載していない人もいます。

長年の功労が称えられる

昭和 34 年佐原市消防署消
防士を拝命。以来 35 年有
余の永きにわたり、消防防
災体制の充実強化に尽力さ
れた。この間、佐原市外五
町消防組合消防署中隊長な
どを歴任。消防業務の振興
発展に貢献された。

【瑞宝単光章】宇井俊雄さん（佐原イ）

域文化を創造して半世紀
小見川町文化協会創立 50周年記念式典地

　人権の花「シャクヤク」の贈呈をとおして
人権の和を広げようと、香取人権擁護委員協
議会香取支部会小見川地区連絡会では 5 月
10 日、厚生園などの福祉施設を訪問し、「シャ
クヤク」を贈呈しました。
　この花は、人権の花運動の一環として、東
小、西小、北小学校の児童が一生懸命に栽
培したもの。贈呈式では、各小学校の児童
代表が「みんなで水をあげたり雑草を取っ
たりして育てたシャクヤクの花です。もし
よかったら飾ってください」とメッセージ
を添えて、入園者に花を手渡しました。

祉施設へ花のプレゼント
人権の和を広げよう福

　

こ
ど
も
の
日
の
5
月
5
日
に

山
車
の
引
き
廻
し
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

引
き
廻
し
を
行
っ
た
の
は
、
佐

原
の
大
祭
夏
ま
つ
り
か
ら
寺
宿

区
、秋
ま
つ
り
か
ら
は
東
関
戸
区
、

西
関
戸
区
、
下
川
岸
区
の
4
町
。

　

新
緑
の
柳
が
揺
れ
る
小
野
川
沿

い
に
山
車
が
現
れ
る
と
﹁
今
日
来

て
よ
か
っ
た
﹂
と
多
く
の
観
光
客

が
喜
び
、
佐
原
囃
子
と
手
踊
り
に

魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
訪
れ
た
人
た

ち
は
、
少
し
早
い
お
祭
り
気
分
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

小
見
川
町
文
化
協
会
創
立
50
周

年
記
念
式
典
が
5
月
5
日
小
見
川

文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
文
化
協

会
の
発
展
と
町
の
文
化
振
興
に
貢

献
さ
れ
た
人
た
ち
に
表
彰
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
記
念
講
演
﹁
香

取
地
域
に
お
け
る
文
化
に
つ
い

て
﹂
や
中
央
小
郷
土
芸
能
部
に
よ

る
芸
座
の
演
奏
、
永
山
友
美
子
さ

ん
の
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
ハ
ー
プ
演
奏

な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ハ
ー

プ
演
奏
で
は
、
楽
器
の
ふ
る
さ
と

の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
名
曲
や
童

謡
、
演
歌
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル

の
曲
が
披
露
さ
れ
、
参
加
者
は

ハ
ー
プ
が
奏
で
る
や
さ
し
い
音
色

に
、
静
か
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。

緑
の
柳
か
ら
大
人
形

佐
原
の
山
車
が
こ
ど
も
の
日
に
出
現

新

▲新緑がまぶしい柳の中、小野川沿いを練り歩く山車

▲やさしい音色を奏でる永山さん

▲式典であいさつをする春日文化協会長

　

ま
た
、
5
月
5
日
か
ら
7
日

ま
で
同
会
場
と
小
見
川
プ
ラ
ザ
で

﹁
文
化
協
会
展
﹂
が
開
か
れ
、
文

化
協
会
各
部
の
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ

の
活
動
の
成
果
を
発
表
し
ま
し

た
。

昭和 34 年小見川町消防団
常備部に入署。以来 40 年
有余の永きにわたり、消防
防災体制の充実強化に尽力
された。この間、小見川町
外 2 町消防組合消防署長、
本部次長、消防長などを歴
任。地域防災に寄与された。

【瑞宝双光章】宮﨑幸雄さん（山川）

▲橋の上で囃子に合せ手踊り

昭和 52 年 12 月 1 日民生
委員を委嘱されて以来 28
年有余の長きにわたり、地
域で福祉問題を抱える人た
ちへの助言指導に努め、多
年にわたり民生委員活動に
精励された。現在も現役で
活躍。

【藍綬褒章】金子權
ご ん の す け

之介さん（大崎）

県立多古高等学校長、県立
八千代高等学校長などを歴
任。永きにわたり、学校教
育に功績を残されました。
また、平成 4 年に佐原市
教育委員会委員、同教育長
に就任。佐原市の教育行政
に多大な功績を残された。

【瑞宝小綬章】柏﨑　旭さん（佐原イ）

春の
叙勲・褒章

▲人権の花「シャクヤク」を 1 本ずつ手渡す児童

昭和 38 年佐原市消防署消
防士を拝命。以来 33 年有
余の永きにわたり、消防防
災体制の充実強化に尽力さ
れた。この間、佐原市外五
町消防組合消防署中隊長な
どを歴任。消防業務の振興
発展に貢献された。

【瑞宝単光章】金井茂雄さん（牧野）

【まちかど通信】
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　爽やかな薫風が吹く 5 月 6
日、浦安市民など市外からた
くさんの人たちが参加しての
田植え体験が、岩部地先の水
田で行われました。
　初めて入る田んぼに、はだ
しで入った第一声は、「気持ち
わるいー、変な感じー」といっ
ていた参加者の皆さん。子ど
もも大人もいつのまにか泥の
汚れも気にせずに、田植えに
夢中になっていました。

の
ぼ
り
ま
つ
り
で
賑
わ
う

橘
ふ
れ
あ
い
公
園

鯉

　

こ
ど
も
の
日
を
前
に
し
た
5
月

3
日
、
橘
ふ
れ
あ
い
公
園
で
鯉

の
ぼ
り
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
5
連

休
の
初
日
と
な
っ
た
こ
の
日
は
、

朝
か
ら
晴
天
に
恵
ま
れ
大
勢
の
人

た
ち
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

園
内
の
広
場
に
は
、
30
も
の
店

が
軒
を
そ
ろ
え
る
中
、
鯉
の
ぼ
り

に
ち
な
ん
だ
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
園

内
の
せ
せ
ら
ぎ
川
で
は
、
鯉
の
つ

か
み
取
り
が
行
わ
れ
子
ど
も

た
ち
が
全
身
び
し
ょ
ぬ
れ
に

な
り
な
が
ら
鯉
を
追
い
か
け

る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

佐
原
か
ら
来
た
と
い
う
家

族
は
﹁
今
回
で
3
回
目
。
子

ど
も
た
ち
が
楽
し
め
る
イ
ベ

ン
ト
が
あ
り
1
日
中
楽
し
め

ま
す
ね
。
自
然
が
い
っ
ぱ
い

の
公
園
で
大
人
も
や
す
ら
ぎ
ま
す

ね
﹂
と
歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
遊
ぶ

子
ど
も
た
ち
を
見
つ
め
て
い
ま
し

た
。

　

鯉
の
ぼ
り
を
見
に
来
た
人
た
ち

に
と
ん
汁
を
振
舞
っ
た
こ
と
か
ら

始
ま
っ
た
と
い
う
こ
の
イ
ベ
ン

ト
。
今
後
も
新
し
い
企
画
を
増
や

し
て
い
く
予
定
だ
と
い
う
。
堰
上

空
に
は
、
2
0
0
匹
の
鯉
の
ぼ
り

が
強
め
の
風
を
体
に
受
け
気
持
ち

よ
く
泳
ぐ
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　初夏を思わせる日差しの中、5 月 5 日に道の駅くり
もとの市民農園で合同開園式が行われました。参加さ
れた皆さんは、農業アドバイザーの説明に興味津々。
しっかりと講習を受けた後、さっそく畑にさつまいも
や落花生、花の苗を植えていました。

めての体験に悪戦苦闘
道の駅くりもと田植え体験初

分
で
野
菜
を
作
り
た
い

農
園
で
ふ
れ
あ
い

自

▲農業アドバイザーの説明を真剣に聞く参加者

▲慣れない手つきで田植えをする親子連れ

▲ 200 匹の鯉のぼりの下をボートで水上散策

▲魚を捕まえようと川に入る子どもたち

▲鯉のぼりの大きな口に玉を入れるゲームに参加する子どもたち

　今回紹介するのは、おみが和よ
さこい会“和気藹藹”の皆さんで
す。
　同会は、平成 15 年 12 月に結
成されたよさこいチームです。全
国的に広まっている「よさこい」
で、小見川町の元気創造を図るこ
とを目的にこれまで活動してきま
した。会員数は、100 人。
　「ひとり、ひとりが主役、いい
汗かいてみんなで感動！」を合言
葉に、老若男女、何もかも忘れて
がんばっています。
　同会は、ただ踊りを披露するだ
けではなく、香取市の PR も兼ね
た活動をしています。毎年、各地
域で開催されるイベントに積極的
に参加して、香取地域へお客さん

を呼ぼうと宣伝活動を展開してい
ます。
　最近では、5 月 21 日に茨城県
で開催された「第 3 回常陸国よ
さこい祭り」に参加。8 月 27 日
には、北海道の YOSAKOI ソーラ
ンに次ぐ大きな大会の「東京原宿
スーパーよさこい祭り」にエント
リーが決定しています。
　なお、大人のチームのほかに
キッズのチームも一緒に練習して
います。
　同会では、元気でよさこいが
大好きな仲間を募集しています。
Shall  We dance ?

【問い合わせ】
おみが和よさこい会“和気藹藹”
代表 永作成子　☎（83）1429

香取市には、楽しいイベントや
出来事が盛りだくさん。
ここでは、そんなホットなまちの
話題をご紹介します。

「よさこい」で元気創造
おみが和よさこい会“和

 わ き  あ い あ い

気藹藹”

■練習日時　毎月第2、第4土曜日　午後7時から9時
■活動場所　小見川中央小学校体育館　　

サークル
仲間
サークル
仲間

わ 和 輪

【まちかど通信】
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税
に
関
す
る
証
明
書
を
本
人

以
外
の
人
が
申
請
す
る
場
合
は

委
任
状
が
必
要
で
す
。　

　

市
税
に
関
す
る
証
明
書
や
固

定
資
産
の
課
税
台
帳
は
、
納
税

者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
す

る
た
め
、本
人
の
申
請
に
限
り
、

証
明
書
の
交
付
・
課
税
台
帳
の

閲
覧
が
で
き
ま
す
。

　

や
む
を
得
な
い
理
由
︵
単
身

赴
任
・
入
院
な
ど
︶
に
よ
り
、

本
人
が
窓
口
に
来
ら
れ
な
い
場

合
は
、
代
理
の
人
︵
家
族
・
親

族
な
ど
︶
に
よ
る
申
請
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
が
、
そ
の
場
合

に
は
、
必
ず
委
任
状
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

委
任
状
は
ど
う
い
う
も
の
？

　

委
任
状
の
書
式
は
特
に
定
め

て
い
ま
せ
ん
の
で
、
便
せ
ん
や

レ
ポ
ー
ト
用
紙
な
ど
に
、
次
の

こ
と
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

①
委
任
者
︵
本
人
︶
と
代
理
人

︵
窓
口
に
来
ら
れ
る
人
︶
の
住

所
と
氏
名
︵
委
任
者
は
押
印
︶

②
委
任
内
容
の
説
明
文

例:

○
○
証
明
書
の
申
請
及
び

受
領
に
関
す
る
権
限
を
委
任
し

ま
す
。

　

書
式
は
自
由
で
す
が
、
委
任

者
の
住
所
と
氏
名
は
本
人
が
自

筆
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
法
人
の
場
合
は
代
表

者
印
を
押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

身
分
証
明
書
や
印
鑑
の
持
参
も

お
忘
れ
な
く

　

本
人
の
申
請
・
代
理
人
の
申

請
に
か
か
わ
ら
ず
、
窓
口
で
申

請
さ
れ
る
際
に
、
本
人
確
認
を

し
ま
す
の
で
、
運
転
免
許
証
・

健
康
保
険
証
な
ど
の
身
分
証
明

書
と
な
る
も
の
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
窓
口
に
来
ら
れ
る
人

の
印
鑑
も
忘
れ
ず
に
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　

税
務
課　

☎
(52)
1
2
0
5

　
　

税
務
課　

☎
(82)
1
1
1
3

　
　

税
務
課　

☎
(78)
2
1
1
5

　
　

税
務
課　

☎
(75)
2
1
1
2

　　

6
月
は
農
業
者
年
金
の
現
況

届
の
月
で
す
。
現
在
農
業
者
年

金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
人
へ
、

5
月
中
に
「
現
況
届
」
が
郵
送

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
6

月
30
日
ま
で
に
お
住
ま
い
の
区

事
務
所
農
業
委
員
会
分
室
へ
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

農
業
振
興
課

　
　
　
　
　
　

☎
（50）
1
2
1
1

　

農
政
課　
　

☎
（82）
1
1
1
6

　

産
業
振
興
課
☎

（78）
1
0
5
1

　

産
業
振
興
課
☎

（75）
2
1
1
4

　　

現
在
、
交
通
事
故
の
多
発
や

外
科
手
術
な
ど
に
よ
り
、
多

量
・
長
期
に
わ
た
る
輸
血
を
必

要
と
す
る
患
者
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
愛
の
献
血
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
献
血
は
血
液
成
分
の

結
果
を
通
知
で
き
ま
す
の
で
、

健
康
管
理
の
お
手
伝
い
も
し
ま

す
。

○
山
田
区
事
務
所

■
日
時　

6
月
19
日
㈪　

10
時

～
11
時
45
分
／
13
時
～
15
時
30

分
　

な
お
、
今
回
成
分
献
血
も
実

施
い
た
し
ま
す
。
希
望
者
は
一

週
間
前
ま
で
に
山
田
区
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。　

　
　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
（78）
2
1
4
2

○
香
取
市
役
所

■
日
時　

6
月
22
日
㈭　

10
時

～
15
時
30
分

　
　

福
祉
推
進
課　

  　
　
　

　
　
　
　
　
　

☎
（50）
1
2
0
8

　

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
票
の

更
新
申
請
は
お
済
み
で
す
か
。

受
給
者
票
の
有
効
期
間
は
、
9

月
末
日
で
す
。
引
き
続
き
受
給

し
た
い
人
は
、
6
月
か
ら
8
月

の
受
付
期
間
に
、
更
新
申
請
の

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

香
取
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

︵
香
取
保
健
所
︶
健
康
生
活
支

援
課　

☎
（52）
9
1
6
1

　

平
成
19
年
3
月
新
規
高
等
学

校
卒
業
予
定
者
に
か
か
る
求
人

の
受
付
が
、
6
月
20
日
か
ら
始

ま
り
ま
す
。

　

新
規
学
卒
者
の
採
用
を
予
定

し
て
い
る
企
業
の
人
事
担
当
者

を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

■
日
時　

6
月
9
日
㈮　

13
時

30
分
～

■
場
所　

佐
原
中
央
公
民
館　

視
聴
覚
室

　

佐
原
公
共
職
業
安
定
所
求

人
・
特
別
援
助
部
門　

　
　
　
　
　
　

☎
（55）
1
1
3
2

　　

ミ
ス
あ
や
め
コ
ン
テ
ス
ト
実

施
の
た
め
、
樋
橋
を
中
心
と
し

た
小
野
川
両
川
岸
︵
左
図
︶
で

交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
樋
橋
の
落
水
は
終
日

中
止
と
な
り
ま
す
。

■
規
制
日
時　

6
月
4
日
㈰ 

8
時
30
分
～
17
時

※
着
色
部
分
が
規
制
区
域

　

水
郷
佐
原
観
光
協
会

　
　
　
　
　
　

☎
（52）
6
6
7
5

　　

皆
さ
ん
に
お
配
り
し
た
「
く

ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
5

ペ
ー
ジ
「
千
葉
県
関
係
」
の
表

中
、
№
2
の
欄
の
お
問
い
合
わ

せ
先
の「
県
自
動
車
税
事
務
所
」

の
電
話
番
号
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
正
し
く
は
「
0
4
3

︵
2
4
3
︶
2
7
2
1
」
で
す
。

　

関
係
者
の
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
た
こ
と
を
お
詫
び

い
た
し
ま
す
。

■
日
時　

6
月
25
日
㈰　

8
時

30
分　

予
備
日　

7
月
2
日
㈰

■
場
所　

小
見
川
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト

■
参
加
費　

1
0
0
0
円

　

22
日
㈭
ま
で
に
体
育
協
会
事

務
所
へ　

☎
（55）
0
0
0
3

■
日
時　

6
月
11
日
㈰　

9
時

～■
受
付　

9
時
～
9
時
30
分

■
場
所　

佐
原
中
央
公
民
館　

大
会
議
室

■
試
合　

ク
ラ
ス
別
︵
Ａ
・
Ｂ
︶

5
回
戦

■
参
加
料　

2
0
0
0
円
︵
高

校
生
以
下
1
0
0
0
円
︶

　

日
本
将
棋
連
盟
佐
原
支
部　

椎
名　

☎
（54）
0
2
2
8　

■
日
時　

6
月
17
日
㈯　

10
時

～
15
時

■
場
所　

佐
原
中
央
公
民
館

■
相
談
内
容　

建
築
に
関
す
る

こ
と
な
ら
な
ん
で
も
。

　

千
葉
県
建
築
士
会
香
取
支
部

林　

☎
（55）
1
0
1
2

■
日
時　

6
月
17
日
㈯ 

17
時

30
分
～
20
時
40
分

■
場
所　

香
取
市
民
体
育
館

■
会
費　

前
売
り
券
1
5
0
0

円
、
当
日
券
2
0
0
0
円
︵
飲

み
物
付
き
︶

　

シ
ャ
ル
ウ
ィ
瑞
穂
会
長　

千

葉　

☎
（52）
5
6
7
4

暮
ら
し
の

情
報

献
血
に
ご
協
力
を

あ
や
め
コ
ン
テ
ス
ト

に
係
る
交
通
規
制

水
郷
将
棋
名
人
戦

2006. June

　…問い合わせ　　…申し込み　　…受け付け　　…応募

代
理
申
請
に
は

委
任
状
が
必
要
で
す

農
業
者
年
金
の
現
況

届
を
忘
れ
ず
に

特
定
疾
患
医
療
受
給

者
票
の
更
新

新
規
学
卒
者
の
採
用

担
当
者
説
明
会

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
訂
正

男
女
ミ
ッ
ク
ス

ダ
ブ
ル
ス
テ
ニ
ス

建
築
無
料
相
談

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

お知らせ

6
月

健 康 むし歯予防を心がけましょう

　

3
歳
ま
で
む
し
歯
が
な
い
子

ど
も
は
、
そ
の
後
も
む
し
歯
に

な
り
に
く
く
な
り
ま
す
。
甘
い

も
の
を
控
え
た
り
、
大
人
の
仕

上
げ
磨
き
が
重
要
で
す
。

　

小
学
生
に
な
る
と
、
乳
歯
と

永
久
歯
の
混
合
期
に
な
り
ま
す
。

磨
き
残
し
が
多
く
な
り
ま
す
の

で
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

大
人
に
な
り
年
を
取
る
と
、
徐
々
に
歯
ぐ

き
が
下
が
っ
て
き
ま
す
。
今
ま
で
隠
れ
て
い

た
歯
の
根
や
歯
と
歯
の
間
な
ど
軟
ら
か
い
部

分
が
あ
ら
わ
に
な
り
、
む
し
歯
に
な
り
や
す

く
な
り
ま
す
。

夜
寝
る
前
を
念
入
り
に

　

忙
し
く
て
も
、
夜
だ
け
は
丁
寧
に
。
む
し

歯
は
夜
つ
く
ら
れ
ま
す
。

歯
ブ
ラ
シ
は
小
さ
め
を

　

隅
々
ま
で
小
回
り
が
利
く
ほ
う
が
磨
き
残

し
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

歯
磨
き
剤
は
少
な
め
に

　

爽
快
感
で
磨
け
た
気
分
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
ご
注
意
を
。

歯
ブ
ラ
シ
の
点
検
を
忘
れ
ず
に

　

バ
サ
バ
サ
に
広
が
っ
て
い
て
は
、
ど
ん
な

に
頑
張
っ
て
も
、
し
っ
か
り
磨
け
ま
せ
ん
。

デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
や
フ
ッ
素
も
使
っ
て

　

歯
ブ
ラ
シ
に
加
え
て
、
フ
ロ
ス
︵
糸
よ
う

じ
︶
や
歯
間
ブ
ラ
シ
も
有
効
で
す
。
歯
磨

き
剤
は
フ
ッ
素
入
り
の
も
の
を
選
び
ま
し
ょ

う
。
歯
科
医
院
で
フ
ッ
素
を
塗
っ
て
も
ら
う

と
む
し
歯
予
防
に
効
果
的
で
す
。

早
め
の
受
診
を

　

結
果
と
し
て
、
時
間
も
費
用

も
節
約
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
放
置
す
る
と
、
む
し
歯
が

進
行
し
て
大
変
な
こ
と
に
。
大

人
で
も
年
１
回
の
定
期
的
な
検

診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

伊能忠敬記念館

小野川
忠
敬
橋

樋
橋

伊能忠敬旧宅

家
族
み
ん
な
で
気
を
つ
け
よ
う

歯科衛生士／　木博子

【暮らしの情報】
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適
度
な
運
動
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
生
活
習
慣
病
予
防
に
効
果
が

あ
り
ま
す
。

　
「
運
動
を
し
た
い
が
、
1

人
だ
と
な
か
な
か
続
か
な
い
」

「
腰
、
ひ
ざ
が
痛
く
て
歩
く
運

動
が
で
き
な
い
」
な
ど
と
い
う

人
は
、一
度
見
学
し
ま
せ
ん
か
。

仲
間
と
一
緒
に
楽
し
く
運
動
し

ま
し
ょ
う
。　

■
日
程
と
内
容　

※
都
合
に
よ
り
内
容
変
更
あ
り

・
第
1
・
3
火
曜
日　

13
時
30

分
～
～
15
時

＊
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
り
、
音
楽

に
合
わ
せ
た
有
酸
素
運
動
や
タ

オ
ル
等
を
使
っ
た
ス
ト
レ
ッ
チ

ン
グ

・
第
2
・
4
水
曜
日　

10
時
～

11
時
30
分

＊
チ
ュ
ー
ブ
を
使
っ
た
筋
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
運
動

※
ひ
ざ
が
痛
い
人
も
安
心
。
い

す
に
座
っ
て
の
体
操
で
す
。

■
場
所　

山
田
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー

■
会
費　

１
回
5
0
0
円
程
度

■
講
師　

健
康
運
動
指
導
士　

■
持
ち
物　

室
内
用
靴
、
タ
オ

ル
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

　
　

健
康
福
祉
課
︵
保
健
セ
ン

タ
ー
︶　

☎
（78）
2
1
4
2

■
対
象　

小
学
校
4
年
生
～
6

年
生
︵
定
員
に
余
裕
が
あ
れ
ば

大
人
も
可
︶

■
日
時　

毎
週
月
曜
日　

①
18

時
～
19
時
10
分　

②
19
時
20
分

～
20
時
30
分　

年
間
30
回

■
場
所　

栗
源
B
＆
G
海
洋
セ

ン
タ
ー

■
定
員　

10
人
︵
先
着
順
︶

■
参
加
費　

1
0
0
0
0
円

︵
保
険
・
講
師
料
の
一
部
︶

　
　

栗
源
教
育
事
務
所
教
育
課

　
　
　
　
　
　

☎
（75）
2
1
1
7

︻
佐
原
区
︼

○
大
戸
団
地
Ｂ
棟

■
所
在
地　

大
戸
川
1
9
5
6

︱
1

■
募
集
数　

一
般
住
宅　

１
戸

■
家
賃　

1
2
3
0
0
円
か
ら

■
規
格　

3
Ｄ
Ｋ︵
6
畳
2
間
・

4
畳
半
1
間
・
浴
室
・
ト
イ
レ
︶

○
粉
名
口
団
地
3
号
棟

■
所
在
地　

佐
原
ロ
2
0
9
7

│
7

■
募
集
数　

一
般
住
宅　

１
戸

■
家
賃　

1
8
3
0
0
円
か
ら

■
規
格　

3
Ｄ
Ｋ︵
6
畳
2
間
・

4
畳
半
1
間
・
浴
室
・
ト
イ
レ
︶

︻
山
田
区
︼

○
向
堆
住
宅

■
所
在
地　

府
馬
3
6
5
3
︱

4■
募
集
数　

一
般
住
宅　

１
戸

■
家
賃　

1
4
4
0
0
円
か
ら

■
規
格　

3
Ｄ
Ｋ︵
6
畳
3
間
・

浴
室
・
ト
イ
レ
︶

■
入
居
資
格　

市
内
に
住
所
ま

た
は
勤
務
先
が
あ
り
、
現
在
住

宅
に
困
っ
て
い
る
人
。
た
だ
し

所
得
制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

■
敷
金　

家
賃
の
3
カ
月
分

■
申
し
込
み　

15
日
㈭
ま
で
に

各
区
事
務
所
へ︵
土
日
は
除
く
︶

　

都
市
整
備
課
☎

（50）
1
2
1
4

　

都
市
建
設
課
☎

（78）
2
1
1
6

　
「
訪
問
販
売
や
キ
ャ
ッ
チ

セ
ー
ル
ス
な
ど
で
不
要
な
商
品

を
購
入
し
て
し
ま
っ
た
」「
欠

陥
商
品
で
損
害
を
受
け
た
」
な

ど
、
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　

当
協
議
会
は
、
会
員
の
皆
さ

ん
が
講
演
会
や
視
察
研
修
会
な

ど
を
通
じ
て
、
賢
い
消
費
生
活

の
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
運
営
し
て
い
ま

す
。
随
時
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
の
で
気
軽
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
　

香
取
市
消
費
者
協
議
会
事

務
局
︵
商
工
観
光
課
内
︶

　
　
　
　
　
　

☎
（50）
1
2
5
9

　　　　　　　

情
緒
た
だ
よ
う
佐
原
の
町
並

み
で
骨
董
市
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

6
月
4
日
㈰　

9
時

～
︵
入
場
無
料
︶

■
場
所　

八
坂
神
社
境
内
︵
水

郷
佐
原
山
車
会
館
隣
り
︶

　
　

都
市
整
備
課

　
　
　
　
　
　

☎
（50）
1
2
1
4

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
野
川
と
佐
原
の

町
並
み
を
考
え
る
会

　
　
　
　
　
　

☎
（52）
1
0
0
0

　

昔
は
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
遊

ん
で
い
た
の
か
な
？　

お
手

玉
、
お
は
じ
き
、
コ
マ
ま
わ
し

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
を
体
験

し
て
み
よ
う
。︵
無
料
︶

■
対
象 

小
学
生
︵
家
族
同
伴

可
︶

■
日
時 

6
月
15
日
㈭　

10
時

～
12
時

■
場
所　

山
田
児
童
館

■
定
員 

30
人

　

15
日
㈭
ま
で
に
山
田
児
童
館

へ　

☎
（78）
2
1
4
2

市
営
住
宅
入
居
者

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室

昔
遊
び
体
験

和
太
鼓
教
室

香
取
市
消
費
者

協
議
会
の
会
員

〇地図のまち佐原2006絵画作文展
　6月3日(土)～6月11日(日)
〇原爆ポスター展
　6月13日（火）～6月21日（水）
〇環境フォーラム
　6月22日（木）～6月28日（水）
〇Ｓ．Ｃ．Ｐ．郷　写真展　
　6月29日（木）～7月6日（木）

〇ＰＴＡ連絡協議会バレーボール大会
　6月4日（日）
〇婦人バレーボール大会　 6月11日（日）
〇市民卓球大会　　　　　6月18日（日）
〇北総ミニバスケットボール大会
　6月24日（土）
〇佐原バレーボール大会　 6月25日（日）

〇第4回芦笛コンサート
　6月4日（日）14時開演
〇エレクトーンステージ2006
　6月11日（日）13時開演
〇佐原高等学校吹奏楽部第36回定期演奏会
　6月18日（日）13時開演
〇佐原ウインドアンサンブル第17回定期演奏会
　6月25日（日）14時開演

〇えほんのじかん
　6月4日・11日・18日・25日（毎回日曜日）
　14時から　4歳以上対象
〇おはなしのじかん
　6月3日（土）14時から　小学生以上対象
　かちかち山　カエル　かたつむり　いるか

〇生涯学習講演会
　6月3日（土）14時開演
〇小見川高校吹奏楽部定期演奏会
　6月4日（日）13時開場　13時30分開演
〇第１回東部地区吹奏楽祭香取ブラスフェス
　ティバル
　6月10日（土）12時30分開場13時開演
〇チャリティー歌謡オン・ステージ（入場無料）
　6月18日（日）13時開演

佐原中央公民館 ☎（55）1151

佐原文化会館 ☎（55）1161

佐原中央図書館 ☎（55）1343

香取市民体育館 ☎（55）1290
（旧佐原市市民体育館）

小見川文化会館 ☎（83）6131

Event Schedule

小
江
戸
佐
原
の

骨
董
市

旬
の
味
を
お
届
け
し
ま
す

さ
け
の
炊
き
込
み
ご
飯

　

身
近
に
あ
る
材
料
を
使
用
し

て
の
炊
き
込
み
ご
飯
で
す
。
グ

リ
ン
ピ
ー
ス
の
代
わ
り
に
、
み

つ
ば
を
の
せ
て
も
香
り
が
良
い

で
す
。
塩
さ
け
の
と
き
は
塩
の

量
を
減
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

　

米
料
理
の
場
合
は
、米
1
カ
ッ

プ
に
対
し
て
塩
は
お
お
よ
そ
2

～
2
・
5
ｇ
を
使
い
ま
す
。

①
米
は
炊
く
30
分
以
上
前
に　

洗
っ
て
、
水
気
を
き
る
。

②
さ
け
は
皮
と
骨
を
除
い
て
一

口
大
に
切
り
、
Ａ
の
下
味
の

材
料
を
ま
ぶ
し
15
分
ほ
ど
お

く
。

③
ご
ぼ
う
は
皮
を
こ
そ
げ
て

さ
さ
が
き
に
し
、
水
に
さ
ら

し
て
水
気
を
絞
る
。
グ
リ
ン

ピ
ー
ス
は
熱
湯
を
回
し
か
け

る
。

④
米
を
水
2
カ
ッ
プ
、
Ｂ
、

ご
ぼ
う
を
く
わ
え
て
炊
き
始

め
、
煮
立
っ
た
ら
さ
け
を
汁

ご
と
加
え
て
炊
く
。

⑤
炊
き
上
が
っ
た
ら
グ
リ
ン

ピ
ー
ス
に
し
ょ
う
が
の
千
切

り
を
加
え
サ
ッ
ク
リ
混
ぜ
る
。

催し

久
保
木
葉
子

栄
養
士

募集

小見川出前寄席

金
きんげんてい

原亭馬の助師匠

作
り
方

さあ、寄ってらっしゃい
　見て聞いてらっしゃい●米……………………2 カップ

●生さけ………………2 切れ
●しょうゆ……………大さじ 2
●みりん………………大さじ 1
●酒……………………小さじ 2
●しょうが汁…………小さじ 1
●ごぼう………………1/2 本
●グリンピース………30ｇ
●しょうがの千切り…15ｇ
●酒……………………大さじ
●塩……………………小さじ 1/4

材料

}
}

Ａ

B

【暮らしの情報】

　小見川出前寄席を開催します。前
売り券は 6 月 1 日から販売。今回で
9 回目ですが、毎回大入り満員です。

■日時　6 月 17 日㈯ 14 時～ 16 時
※今後の開催日　9 月 16 日㈯・12 月 16 日㈯・平成 19
年 3 月 17 日㈯
■入場料　1000 円
■場所　よろず亭（小見川駅前通り）
■出演者　金原亭馬の助　近藤しげる
　　　　　林家たけ平　古今亭駒次
　小見川町商工会 ☎（82）3307　 商工観光課 ☎（82）1117
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●
佐さ

は
く伯 

由ゆ

か

り
香
里
さ
ん

　

星
空
を
眺
め
つ
つ
、
カ
ク
テ

ル
片
手
に
ジ
ャ
ズ
を
聴
く―

―

「
真
夏
の
サ
ン
タ
」
が
、
今
年
も

山
田
の
一
夜
を
熱
く
し
ま
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
一
緒
に
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
け
る
皆
さ
ん

を
募
集
し
ま
す
。

■
期
日　

7
月
22
日
㈯

※
雨
天
の
場
合
23
日
㈰

■
場
所　

橘
ふ
れ
あ
い
公
園

■
募
集
対
象

▽
飲
食
物
販
売
な
ど
の
出
店
者

▽
協
賛
い
た
だ
け
る
企
業
・
団

体
・
個
人

▽
当
日
ス
タ
ッ
フ

▽
出
演
者
︵
ジ
ャ
ズ
・
ガ
ー
デ

ン
の
雰
囲
気
と
異
な
る
ジ
ャ
ン

ル
の
応
募
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。
音
響
機
材
は
持
ち
込
み
で

す
︶

　
　

や
ま
だ
元
気
隊
事
務
局

　

自
治
振
興
課
☎

（78）
2
1
1
1

︵
岩
部
︶

休 日 夜 間 の 急 病 診 療

　

私
た
ち
の
学
校
、
小
見
川
中

央
小
学
校
に
は
、
百
三
十
二

年
の
長
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
百
三
十
二
年
も
の
間
、

ず
っ
と
中
央
小
を
見
守
っ
て

く
れ
て
い
た
の
が
、
校
庭
の

く
す
の
木
で
す
。
く
す
の
木
は
、中
央
小
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

中
央
小
み
ん
な
の
歌
「
あ
し
た
に
夢
を
」
の
歌
詞
の
中
に
も
出

て
き
ま
す
。

 

「
も
う
い
い
ん
だ　

仲
直
り　

く
す
の
木
だ
っ
て
笑
っ
て
る
。

水
と
緑
の
ぼ
く
ら
の
町
の
あ
し
た
に
心
燃
や
そ
う
よ
」

　

私
た
ち
を
い
つ
も
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
く
す
の
木
を
中
央

小
の
み
ん
な
は
大
好
き
で
す
。

　

ま
た
、
中
央
小
に
は
も
う
一
つ
シ
ン
ボ
ル
が
あ
り
ま
す
。
昔

の
校
舎
の
屋
根
の
上
に
あ
っ
た
し
ゃ
ち
ほ
こ
で
す
。
運
動
会
で

は
、「
シ
ャ
ッ
チ
ー
」「
ホ
ッ
コ
ー
」
と
し
て
、
二
つ
の
シ
ン
ボ

ル
が
私
た
ち
の
競
技
を
応
援
し
て
く
れ
ま
す
。
中
央
小
に
は
、

運
動
会
の
ほ
か
に
も
全
校
の
み
ん
な
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
行

事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
年
２
回
行
わ
れ
る
「
ド
レ
ミ
フ
ァ

集
会
」
や
「
１
年
生
を
迎
え
る
会
」「
ス
ポ
ー
ツ
集
会
」「
マ
ラ

ソ
ン
大
会
」
な
ど
で
す
。
ど
の
行
事
も
全
校
で
楽
し
く
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
児
童
会
で
は
、
中
央
小
の
よ
い
と
こ
ろ
を
さ
ら
に
伸

ば
そ
う
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ

ん
な
中
で
も
、
あ
い

さ
つ
運
動
や
休
み
時

間
後
の
ボ
ー
ル
の
後

片
付
け
を
率
先
し
て

行
っ
た
た
め
、
よ
い

結
果
と
し
て
表
れ
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
、
大
好
き
な
く

す
の
木
に
見
守
ら
れ

な
が
ら
、
香
取
市
立

小
見
川
中
央
小
学
校

児
童
全
員
で
力
を
合

わ
せ
、
明
る
く
楽
し

い
学
校
を
築
い
て

い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

疲
れ
て
く
る
と
森
林
浴
を
し

た
く
な
り
ま
せ
ん
か
？

　

こ
れ
は
、
森
の
安
ら
ぎ
を
与

え
る
緑
色
、
心
を
静
め
る
α
波

を
増
や
す
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
、

「
1
/
f
ゆ
ら
ぎ
」
と
呼
ば
れ
る

心
地
い
い
音
な
ど
が
疲
れ
た
体

を
癒
や
す
か
ら
だ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

先
日
、
鯉
の
ぼ
り
ま
つ
り
の
取

材
に
行
く
と
多
く
の
家
族
が
芝

生
の
上
に
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
を

敷
き
、
た
ま
の
休
日
を
楽
し
ん
で

い
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
森
に

囲
ま
れ
た
こ
の
橘
ふ
れ
あ
い
公

園
。「
何
気
な
く
疲
れ
た
体
を
癒

や
そ
う
と
や
っ
て
き
た
人
も
い

る
の
だ
ろ
う
な
」
と
思
う
と
こ
の

公
園
の
大
切
さ
を
改
め
て
考
え

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

幸
い
香
取
市
に
は
、
こ
の
よ
う

な
場
所
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
「
多
く
の
大
切
な
場

所
を
知
ら
せ
な
く
て
は
」
と
思
い

な
が
ら
の
取
材
で
し
た
。　

︵
K
︶

小
見
川
中
央

小
学
校

学
校
の
シ
ン
ボ
ル
﹁
く
す
の
木
﹂

学
校
自
慢

パ
パ 

勝
明
さ
ん
／
マ
マ 

由
香
さ
ん

●
本ほ

ん
だ田　
望の

あ愛
ち
ゃ
ん（
下
小
野
）

パ
パ 

聡
さ
ん
／
マ
マ 

友
美
さ
ん

パ
パ 

友
彌
さ
ん
／
マ
マ 

彩
さ
ん

●
久く

ぼ

き
保
木　
珠じ

ゅ
き
や虎

く
ん（
津
宮
）

パ
パ 

忠
彦
さ
ん
／
マ
マ 

美
穂
さ
ん

●
林は

や
し　

稜り
ょ
う
と仁

く
ん（
下
小
野
）

僕、兄貴の到
と う ま

真と外で
遊ぶのが大好きなんだ。

お兄ちゃんと遊ぶことが
だ～い好き！

野球大好き！いたずら坊
主だっちゃ

乗り物大好き！
元気全開！

佐
原
高
校
3
年
。
中
学
時
代
か

ら
長
距
離
の
レ
ー
ス
で
全
国
都

道
府
県
対
抗
駅
伝
大
会
や
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
出
場
を
重
ね
る
。

☎（55）1070

香
取
人

か
とり
す

File.2

と

○
足
の
速
さ
の
ヒ
ミ
ツ
は
？

　

両
親
は
特
に
短
距
離
や
長
距

離
競
技
を
や
っ
て
い
た
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
が
、
近

所
の
方
の
話
で
は
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
が
足
が
速
か
っ
た
み
た

い
で
す
。
練
習
で
遅
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
と
き
な
ど
は
車
で
送

り
迎
え
も
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
考
え
る
と
、
陸
上
の
一
番

の
理
解
者
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

○
﹁
長
距
離
競
技
は
ツ
ラ
い
﹂

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
ん
で

す
が
⋮

　

記
録
と
か
⋮
自
分
自
身
へ
挑

戦
し
て
、
目
標
の
タ
イ
ム
を
超

え
た
と
き
の
達
成
感
は
な
ん
と

も
い
え
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
に
、
4
歳
ご
ろ
か
ら
中

学
校
に
入
る
く
ら
い
ま
で
水
泳

を
や
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
お

か
げ
で
心
肺
機
能
も
高
く
な
っ

た
の
か
、
自
分
で
は
ス
ピ
ー
ド

よ
り
持
久
力
に
自
信
が
あ
る
の

で
、長
距
離
競
技
は
好
き
で
す
。

　

で
も
、
ス
タ
ー
ト
し
て
最
初

の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
争
い
が
結
構
厳

し
く
て
、
転
ん
で
し
ま
っ
た
り

ひ
ど
い
と
き
に
は
前
の
選
手
の

ス
パ
イ
ク
で
ケ
ガ
を
し
た
り
も

し
ま
す
。

○
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
？

　

こ
れ
ま
で
み
ん
な
で
練
習
を

頑
張
っ
て
き
た
の
で
、県
大
会
、

関
東
大
会
を
勝
ち
残
っ
て
、
高

校
最
後
の
大
阪
で
の
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
で
良
い
成
績
を
残
し
た
い

で
す
。

自
分
自
身
へ
の
挑
戦

▶今後の大会に向け練習に励む佐伯さん

くすの木に見守られ堂々と行った入場行進（運動会）

　電話でその日の内科と外科の当番医をお知
らせします。
　診療時間は日曜日と休日の19時から22時ま
でです。必ず保険証をお持ちください。

（自動音声でお知らせします）

●
石い

し
ば
し橋　

京き
ょ
う
た建

く
ん（
九
美
上
）

1歳
10カ月

1歳
10カ月

1歳
10カ月

1歳
 10カ月

児童会副会長

蓑
み の わ

輪　史
し お り

織さん

真夏の夜に山
サンタ

田はいかが？
The Starlight Jazz Garden

出店・協賛・
　　　スタッフ・出演者募集

【市民のひろば】


